青明舎　　フェイスシート

平成21年7月6日　担当：竹内　一貴

	登　録　者
	氏　名　長瀬　紘一郎　様　　　　　男・女　　　　昭和17年12月8日生（66歳）

	
	住　所　八戸市大字根城字西ノ沢1-48　なかよし荘6号室　　電話　0178－22－8240

	
	病　　名
	統合失調症
	合　併　症
	食道狭窄

	
	発症時期
	26歳時
	罹 患 期 間
	約40年

	
	入院回数
	7回
	延べ入院年数
	約12年

	医療機関
	青南病院　（主治医　安ヶ平Dr）
	外来受診日
	木曜日（毎週）

	
	平和病院　（消化器科　佐藤Dr）
	
	2ヵ月に1回（金曜日）

	医療区分
	生活保護
	重度医療
	有・無
	自立支援医療
	上限額
	手帳種別

	
	
	
	
	有・無
	0円
	精神保健福祉手帳

2級

	経済状況
	生活保護
	生活保護費（月額60,319円　）　※通帳母預かり

	
	その他
	老齢共済年金（月額40,000円）

	障害程度区分
	　未審査
	負担上限月額
	円
	相談支援事業所
	

	日中活動の場
	　デイナイトケア

	住まいの場
	　自宅

	登録年月日
	平成16年6月21日
	身長
	167cm
	体重
	63kg

	最終学歴
	工業大学第一高等学校（夜間）
	免許・資格
	建築士3級

	職　歴
	①建築業　　7年

②自衛隊　　1年

③建築業　　1年

	保　護　者
	氏　　名　　　　長瀬　正剛　　様　　　　　　　続柄　　弟　（同居　・否）

	利用目的

· 日常生活で困った時の相談場所。

	入院・治療歴

①昭和43年19月～昭和45年11月　　松平病院　　　入院

②昭和52年17月～昭和53年14月　　松平病院　　　入院

③昭和54年12月～昭和55年14月　　松平病院　　　入院

④昭和61年19月～昭和62年11月　　松平病院　　　入院

⑤平成12年17月～平成12年10月　　松平病院　　　入院

⑥平成14年14月～平成10年19月　　松平病院　　　入院

⑦平成10年19月～平成11年13月　　松平病院　　　入院

⑧平成11年13月～現在　　　　　　　青南病院　　　外来

	生活歴

八戸市(下組町)にて同胞4名の第一子長男として出生。幼少の頃、苛性ソーダ(洗剤)を飲んで喉が焼けたとのことで食道狭窄となっている。家業が大工だったので幼い頃から携わり、高校卒業し、建築士3級取得し、家業の建築業に従事。24歳時陸上自衛隊に入隊。「自分に合わない」との理由で辞職している。結婚歴はS47.10にあるがS51.2離婚。S42～S43肺結核のため八戸市立病院に入院。入院中に器物破損等の行動がみられ、松平病院に転院。S43.9初回入院となりその後イライラが強くなったり、不眠により入退院を7回繰り返す。症状が落ち着き、家族からの同意もあり、H11.3.12青山荘へ入所。入所中は生活技術、服薬自己管理、食道狭窄に関する身体管理能力等について重点的に訓練し、身につけることが出来ている。H14.3.29アパートへの単身生活の準備が整い退所となる。現在は、デイナイトケア、青明舎利用中。

	家族構成
	家族状況（交流及び協力の程度、経済面も含めて）

父は平成10年に死亡。母は現在単身生活（八戸市）、弟は階上町にて、自営の建設事務所をかまえている。母、弟とも交流はあり、本人の治療に関して協力的である。今までは、月に１度は生活費受け取りのため実家に帰っている。保護者である弟氏は定期的に本人のアパートに行き本人の様子を見ている。平和病院の受診の際も同行している。


平成21年7月6日（月）

	氏　名
	　長瀬　　紘一郎　様
	男・女
	生年月日
	昭和17年12月8日　（65歳）


	長期目標（中期・短期）

	自立生活能力の維持をしながら、継続して単身生活を送る事が出来るようにする。


	これまでの経過　　（最終評価日　平成21年3月2日）

	【前回の問題点】

①ヘルパー利用について
買い物や食品管理、ゴミの出し方や衣類の洗濯・収納、自室の掃除について問題があり、支援を要する事から平成20年9月27日より毎週土曜日（1h）ヘルパー利用を開始している。介護保険更新にて区分が要支援１から要支援2へ変更となり、本人よりヘルパー利用は継続し、今後本人様がヘルパー利用回数について増やしたいとの希望あり平成21年3月6日担当者ケア会議を実施している。ケア会議では、ヘルパー利用開始によって自室内の整頓が保たれ、利用が本人にとってプラスとなっているとの評価となり、継続してのヘルパー利用・さらに充実した支援（週1回利用ではできていなかった、衣類の整理等）を行うために、週2回の利用へ変更となる。

②注意力低下への働きかけ
転倒による怪我や居眠りし鍋を焦がすなどの日常の所作における注意力の低下が顕著に見られる。年齢から身体能力も低下してきているため、身体能力の維持と安全に生活を送ることが出来るよう働きかけを行っている。最近は転倒、居眠りなどなく過ごすことできている。

【ヘルパー利用について】

　ヘルパー利用時間が2回/週と変更になった後は、特に本人よりの訴えはなくヘルパー利用は継続している。

・平成21年4月7日

本人より、水曜日のデイナイトケアプログラム「エアロビクス」に参加したいとの希望があり、時間調整の希望がある。しかし、各関係機関への訴えが、ヘルパーを中止する・時間調整かで二転三転しており、2回/週へ変更して間もないこともあり、時間変更で対応している。

・平成21年4月29日

　関係機関（ヘルパー事業所・デイナイトケア）より本人がヘルパー利用回数を1回/週に減らしたいとの希望があると情報提供あり、面談実施。理由については「通所スタッフからエアロビに出るように言われたから、やめようと思う」「（自分は）エアロビに出ても出なくてもいいと思っている」と話している。本人へは再度ヘルパー利用によって、本人の生活にとってプラスとなる面があること・生活環境を悪化せずに現状維持を図る観点からもヘルパー利用を継続する必要があることを伝える、現状のままヘルパー利用を行うことを希望している。

・平成21年5月14日

　本人よりヘルパー利用をやめたいとの訴えあり。理由については「ヘルパーが来てやってもらうことは、全部自分でできる」と話している。ケア会議の内容の振り返りを行い、ヘルパー利用によって本人ができている事を評価し、それ以外の生活上の問題を改善できるようヘルパー利用を行うよう伝えている。

【食事・体重変動について】

　食事摂取状況に関しては、詰まりの訴えなく摂取することができている。平成21年6月頃本人より、青明舎の食事サービスの利用をやめたいとの訴えある。理由については「雨が降っているときや台風の時は行きたくないから」との事。現在休日は朝は自炊し、昼食・夕食は青明舎の食事サービスを利用している状況である。現在は1年前と比較して4kgの体重増加、また以前は夏期に食事摂取量が減少し、体重減少が認められている。そのため今後も継続して、詰まり・食事摂取量の確認、体重変動を抑える為安定した食事摂取が必要となるため、食事サービスの利用を促していく必要がある。

　また、体重変動に関しては、自炊時・間食時の摂取状況を確認し、介入を行っていく必要がある。


体重変動表

	測定月
	体重

	H20.5
	63.4kg

	H20.6
	62kg

	H20.7
	63.4kg

	H20.8
	64.4kg

	H20.9
	64.4kg

	H20.10
	64.6kg

	H20.11
	66kg

	H20.12
	68.2kg

	H21.1
	67.6kg

	H21.2
	69kg

	H21.3
	67.6kg

	H21.4
	69kg

	H21.5
	67.6ｋｇ


	支援内容
	介入方法
	支援期間

	ヘルパー利用（継続）
	· 本人の訴え、スタッフの本人への関わりが各関係機関によって異なることがあり、本人のヘルパー利用についての考えが流動的となることがある為、関係機関での情報共有・統一した対応を行う

· 担当ケアマネ・サービス提供事業所と情報交換を行い、定期的な評価を行う。
	3ヶ月

	食事摂取・体重変動
	· 食事摂取状況の確認が必要なことを本人に伝え、食事サービスを継続していく

· 詰まり・食事摂取状況について関係機関と情報共有を行う

· 詰まりが過度となる場合には、平和病院受診時同行し、担当医へ情報提供を行っていく

· 体重変動が見られるため、食事摂取状況・自炊時の食事状況・間食の摂取状況を確認し、介入を行っていく。
	3ヶ月


プラン計画者　氏名：　竹内　一貴

修正プラン実施評価日： H　　年　　月　　日（月）　青山荘地域交流活動室

正剛氏（60歳）


階上町在住





敦子氏（62歳）


八戸市在住





本人（66歳）





ツマ氏


（83歳）





隆氏（56歳）


北海道在住























